
野

草

衣

考

吉

野

政

治

【
要
旨
】
平
安
時

代
後
期

の
古

記
録
な
ど

に
棺

の
中

の
遺
体
を
覆

う
布
を

野
草
衣
と
呼

ん
だ

こ
と
が
見
え
る
。

そ
れ
以
前

は
単

に
引
覆

(
ひ
き
お
お

い
)
と
呼
ば
れ
、
経
帷
子

の
登
場
と
土
ハ
に
姿
を
消
し

て
い

っ
た
よ
う

で
あ

る
。

こ
の
野
草
衣

の
名
称
は
当
時

の
葬
法

で
あ

る
野
葬
と
天
台
本
覚

の
草

木
成
仏

の
思
想
を
反
映
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

【
キ

ー
ワ
ー
ド
】
野
草
衣
、
河
渡
衣
、
野
葬
、
草
木
成
仏

は
じ
め
に

「
野
草

衣
」

と

い
う
語
が
あ
る
。

国
語
辞

典

に
は
載

せ
ら
れ

て
い
ず
、

漢
籍

に
も
現
れ
な

い
。
棺

に
納

め
ら
れ
た
遺

体
を
覆
う
も

の
に
付
け
ら
れ

た
名
前

で
、
平
安
時
代

の
後
期

か
ら
鎌
倉
時

代

に
か
け

て
用

い
ら
れ
た
よ

う

で
あ

る
。

こ
れ
ま

で
に
こ
の
語

に

つ
い
て
取
り
上
げ
、
実
態

に

つ
い
て

考
察

を
加

え
ら
れ

て
い
る

の
は
、
管
見

で
は
増

田
美
子

『
日
本
喪

服
史

【
古
代
篇
】
』

(二
〇
O
二
年
二
月
刊
、

源
流
社
)

と
勝
田
至

『
死
者
た
ち

の
中
世
』

(二
〇
O
三
年
七
月
刊
、

吉
川
弘
文
館
)

の
み
で
あ
る
。

勝
田

氏

の
考
え

に

つ
い
て
は
以
下

に
必
要

に
応
じ

て
引
用
す
る
が
、
初
め

て
こ

の
語

に

つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
増
田
氏
は
次

の
よ
う

に
述

べ
ら
れ

て
い

る
。○

(平
安
時
代
前
期

に
お

い
て
は
)

棺

の
中

に
は
、

河
渡
衣

と
、

父
母

が
ま
だ
生

存
し

て
い

る
場
合

に
は
錫

紵

一
襲

が
納
め

ら
れ
た
。

こ

の
河
渡

衣
が
い
か
な
る
も

の
で
あ

っ
た
か
は
明
ら
か

で
は
な
い
。
た

だ
、
平
安
時

代
末

に
は
野
草
衣

の
名

称
が
見
え
、

こ
れ
は
梵

字
を
書

い
た
も

の
で
あ
る
。

恐
ら
く

こ
れ
と
同
種

の
も

の
で
、

「
河
渡
衣

」

-

一



野
草
衣
考

と

い
う
名
称
か
ら
し

て
、
三
途

の
川
を
渡

る
為

に
お
経
等
を
記
し
た

も

の
で
あ

っ
た

の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

(
一
一
一
頁
)

○

(平
安
時
代

の
)

後
期

に
な

っ
て
も
死
装
束

は
基
本
的

に
は
、

日
常

着
用
し

て
い
た
も

の
と
同
様

の
衣
服

で
あ

り
、
出
家

の
身

の
場
合

は

袈
裟

や
数
珠
を
加

え
る
と

い
う
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
が
分
か

る
。

そ

し

て
上

か
ら
、
梵
字
を
書

い
た
野
草
衣

で
覆

っ
て
い
る
が
、

こ
れ

は

前
期

に
見

ら
れ
た
河
渡
衣
が
名
称
変
更
し

た
も

の
で
あ

ろ
う
。
先

に

記
し

た
よ
う
に
、
藤
原
良
通

の
入
棺

の
時
も
、
梵
字
を
書

い
た
野
草

衣

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
恐

ら
く
良
通
も

日
常
着
用

し
て
い
た
衣
服

(直
衣
等
)

を

か
け
、

そ
の
上

を
こ
の
野
草
衣

で
覆

っ
た
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。

(
一
八
七
頁
)

1

「
野

草

衣

」

の
例

管

見

で
現
在
ま
で
に
拾

い
得

た

「
野
草
衣
」

の
用
例

は
以
下

の
と
お
り

で
あ
る
。

【
A
】
源
師
時

『
長
秋
記
』

に
見
え
る
例

(
『
増
補
史

料
大

成
』

に
よ
る
。

た
だ
し
、
返
り
点
は
私

に
付
し
た
。
以
下
同
じ
。
)

①
白
河
法
皇

の
入
棺

の
記
事
、
大
治
四
年

[
一
一
二
九
]
七
月
七
日

二

の
条

此
後

先
北
枕

奉
二
臥
直

一、
次
入

棺
、
突
器
突

床
香

温
等
表
裏

加

入
。
本
所

二
着
御

一之
御
単
衣
如

レ
元
。
次
御
袴
。

次
裳
。
次
衣
裳
。

次
三
衣

〈不

・
入

レ
筥
云

々
〉
。

次
別

(引
力
)

覆
書
真
言
等
。

其

上

本
御

守

珠
誦

等

入
道

(置
力
)
云

々
。

件
引

覆
稱

二
野
草

衣

一

云

々
。

水
式

用
二
竹
葉

一云

々

〈
長
元
記
稱

二
素

服
之
由
所

レ
見
也
〉
、

御
枕

用
二
麻
霍

樋

一
云

々
、
是
皆

任
覚
猷

法
師
之

教
勤
仕

云

々
、

此
後
覆

レ
棺
以
二
布
治
之
覆

一、
御
近

辺
焼
二
名
香

一、

【
B
】
平
信
範

『
兵
範
記
』

(
『増
補
史
料
大
成
』

に
よ
る
)

に
見

え
る
例

②
法
性
寺
殿
入
棺

の
記
事
、
久
寿

二
年

[
=

五
五
]
九
月
十
六

日

条寅
剋
、

法
性
寺
殿
有
二
御
入
棺

}、

…
…
次
奉

レ
入
之
、
御
衣
、
袈

裟
、

御
裳

〈僧
〉
、
素

服

〈
帯
也
〉
、
糸
針

〈入

二
帖
紙

一〉
、
私
筥

〈裹

二
生
絹

一、

已
上
入
之
〉
。

〈散
土
砂
、

延
猷
阿
闍
梨
進
之
、
大

嶺
砂
加
持

云
々
〉

又
御
護
、

御
念
珠
、

金
泥
法
華
経

一
部

〈
雖
レ

非

二
先
例

一、

御
遺
令
云
々
、
新
儀
定
〉
、

尊
勝
陀
羅
尼
、
光

明
真

言

、
随

求
陀

羅
尼

〈
已
上

納
二
金
銅
筒

一〉
等
、
奉

レ
納
二
御
首
方

一。

次
覆
二
野
草
御
衣

一
〈有
二
梵
字

一〉
。
次
覆
蓋
加
覆
、
以

レ
布
減
之
、

③
鳥
羽
上

皇
御

遺
詔
、
保
元
元
年

(
一
一
五
六

)
七

月
二
日

の
条



今
日
申
剋
、
法
皇
崩

三
御
於

二
鳥
羽
安
楽
寿
院
御
所

一。

…
…
酉
剋
、

事

一
定
之
後
、
被

レ
奉

レ
直
二
御
体

一。

先
掩
二
御
衣

一
〈不

・
撤
二
本

御
衣

一〉
、

次
撤
二
御
座

辺
畳

一立
二
廻
御
屏
風

一、

挙

レ
燭
焼

レ
香
歟
。

存

日
御
遺

詔
云
、
御
棺

在
二
御
倉

一

衣
并
野
草

衣
敷
物

真
言
等

納

二
其

内

一。
奉

納
儀

、
不
レ
可
二
供

御
手

水

并

御

膳

等

一。
不
レ

可
レ
有
二
御
沐

浴

一。
不

レ
可
レ
入
二
人

形

一。

〈
已
上

四
箇

事
可
二
停

止

一〉
。
先

御
傍

可

・
鋪

二
口
物

一
〈練

絹
弘

四

尺
五
寸

長

六
尺
、

可

・
入

レ
綿
〉
。
次
放

二
御
座
莚

一、
乍
三
件
莚
奉
二
掻
上

一
、
奉
レ
置
二

敷
物
上

一之
後
、

可

レ
抜
二
取
莚

一。

次
御
棺
舁
、

居
二
御
跡
方

一。

次
下
敷
物
掻
上
。

可

レ
奉

レ
入
。

次
口
可

レ
奉

レ
掩
二
野
草
衣

一

〈白

練
絹
両
面
、
口
幅
、
長
八
尺
、
書
二
梵
字

一、
以
二
件
字
方

一、
可

レ

為

レ
表
、

自
二
御
頂

一至
二
于

御
足

一、

相
二
宛
真
言

一、

被
出
之
。

相
二
計

其
跡

一可

レ
ニ
奉

レ
掩

〉。

次
可

レ
抜
二
取

本
御
衣

一。
次

種

々

真

言

可

レ
安
二
御

首

一
〈
納
二
金

銅

筒

一〉
。
次

可
レ
入
二
御

装

束

一

〈称
二
河
渡
衣

]〉
。
次
掩
レ
棺
。
次
釘
。
次

可
レ
緘
。

…
…

④
六
条
摂
政
基
実
公

の
棺

の
事
、
仁
安
元
年

[
一
一
六
六
]
九
月
廿

四
日
の
条

棺
料
板

四
枚
、

賜
二
直
物

一令

二
交
易

一、

仰
二
左
近

一令

二
造
始

一、

野
草
衣
考

寸
法

、
長
六
尺
、
弘
二
尺
、
高

一
尺
六

寸
、
敷

物
練
絹
長
六

尺
、

三
幅

五
巻

。

野
草
衣
、

同
絹
長
八
尺

四
幅
両
巻

【
可

レ
書
二
真

言

梵
字

一】
、
棺
覆
生
絹

八
尺

四
幅
半
、
黄
幡
料
白
生
絹

一
丈
。

【
C
】
九
条
兼
実

『
玉
葉
』

(名
著

刊
行
会
本

に
よ
る
)

に
見

え
る
例

⑤
皇
嘉

門
院

の
入
棺

の
記
事
、
養
和
元
年

[
=

八

=

十

二
月

五

日
の
条
。

御
入
棺
事

帰
参
之
後
、
持

二
参
御
棺

一
〈
注
略

〉
…
…
先
撤
二
屏
風
几
帳
等

一。

開
二
御

棺

杷
盖

一、
其
上

被

・
出
二
雑

物
等

一、
並
二
置

之

一

〈注

略
〉
。

先
真
言
筒
、
次
御
護

〈注
略
〉

次
野
草
衣

〈
年
来
被
二
儲

置

一、

大
原
聖
人
本
覚
房
、
書

二
梵

字

一、
唐
綾
単
也
。
〉

次
三
衣
。

次
香
。
次
土
砂
。

次
…
…

(中
略
)
…

…

已
上
、
僧
都
役

レ
之
。

次
役
人
六
人
参
上
、

乍
二
御
莚

一奉
レ
舁
入
二
御
棺

一

〈
注
略

〉
。

次

僧
都

取
二
野

草
衣

一、
奉
レ
覆

レ

之
。
奉
レ
押
二
含

左
右

御
頸

一、

三



野
草
衣
考

引
二
覆

御

首

一
也
。
次

自
二
下

方

一漸

奉
二
引
抜

一
合
二
御

衣

一
〈
元

奉

レ
覆
御
衣
也

〉

也
。

御
小
袖
、

袈
裟
、

念
誦
等
如

レ
本
。

次
其

裾
方
、

同
能
奉
二
押
合

一、

次
入
二
墓

言
ヨ
、

次
入
二
御
護

一
〈
已
上

入
二
枕
上
方

一也
〉
、

次
入

二
三
衣

一
〈
元
裹

レ
紙
、

撤

・
之
置
二
御
傍

并
御
体
上
方
等

一也
〉
次
掩
二
御
棺
盖

一、
次
打

レ
釘

〈
注
略
〉
、
次

掩
二
杷
衣

一…
…

⑥
藤
原
良
通

の
入
棺

の
記
事
、
文
治

四
年

[
=

八
八
]

二
月

二
十

二
日
の
条

此
夜
、

内
府
渡
二
嵯

峨
小
堂

一、

ロ
ハ同
二
平
生
之
出
行

一。

網
代
車

〈車
副

二
人
〉

共
人
各
騎
馬
、

侍
等
歩
行
、

先
レ
是
申
刻
有

二
入
棺

事

一、
仏
厳
上
人
書
二
野
草
衣
梵
字

一云
々
…
…
。

【
D
】

『吉
事
略
儀
』

(群
書
類
従
本

に
よ
る
)

に
見

え
る
例

⑦

「御
棺
事
」

の
条

次
奉

レ
移
二
御
体

一
(説
明
略
)

次
入

二
御
枕

一
(説
明
略
)

次
奉

レ
掩
二
野
草
衣

一
〈
書
二
梵

字

一。

以
二
字
方

一為

レ
上
〉

不
レ
可

レ
抜
二
取
本
御
衣

一。

裏
書

引
二
覆
曼
荼
羅

一。
号
二
野
草
衣

一也
。

次
散

二
土
砂

一。

四

役
人
中
堪

レ
事
人
可
レ
散

レ
之
。

御
頭
。
御
胸
。

御
足
等
三
箇
所

〈
野
草
衣
上
〉
。
散

レ
之
。

2

野

草

衣

と

河

渡

衣

・
経

帷

子

右

に
掲
げ
た
用
例
か
ら
以
下

の
こ
と
が
分
か

る
。

例
③

の

『
兵
範
記
』

に

「
河
渡
衣
」
と

「
野
草
衣
」

の
両
方
が
見

え
る
。

し
た
が

っ
て
、
「
河
渡
衣
」
と

「
野
草
衣
」
と

は
別

の
も

の
で
あ

る
。

「野

草
衣
」

は
平
安
時
代
前
期

に
見
ら
れ

る

「河
渡
衣
」

が
名
称
変
更
し

た
も

の
で
は
な

い
。

ま

た
、
例
①

に

「件

の
引
覆

は
野
草
衣
と
称
す
」

と
あ

る
。

ま
た
、
例

⑦

の

『
吉
事
略
儀
』

は
、

『吉
事
次
第
』

(
一
二
〇

二
年
頃
成
立
)
を
漢
文

に
改

め
、

詳
細
な
説
明
を
加

え
た
も

の
で
あ
る
が
、

『
吉
事
次
第
』

に
は

「次

ヒ
キ
オ
ホ
ヒ

ヲ
覆

ヒ
タ
テ

マ
ツ
ル

〈梵
字
書

タ
ル
方

ヲ
上

ニ
ス
〉
」

と

あ

る
部
分

が

『吉
事
略
儀
』

で
は

「次
奉

レ
掩
二
野
草
衣

一
〈
書
二
梵
字

一。

以
二
字
方

一為

レ
上
〉
」

と
な

っ
て
お
り
、

そ

の
裏
書

に

「
曼
荼

羅
を
引
き

覆

ふ
。
野
草
衣

と
号

す
」

と
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ

っ
て
、

「
ヒ
キ
オ
ホ

ヒ
」

(引
覆
)

と
呼
ば
れ

て
い
た
も

の
が

「野
草
衣
」

と
呼
ば
れ
た
も

の
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
o

ま
た
、

例
③

に

「白
練
絹

両
面
」
と
あ
り
、
例

④

に

「
同
絹
長
八
尺
四



幅
両
巻
」

と
あ
る
よ
う

に
、
野
草
衣

は
練
絹

の
布

で
あ
り
、
衣
服

で
は
な

い
よ
う
で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、
例
⑤

に

「
唐
綾
単
」
と
あ

る

「単
」

は

単

の
衣

の
意
味

で
は
な
く
、
裏

の
付

い
て
い
な
い
布

の
意
味

で
あ

る
と
考

え
ら
れ

る

(後

に
引
用
す

る

『
伊
勢
貞
丈
随
筆
』

の
イ

レ
カ
タ
ビ
ラ
の
説

明
も
参
考

に
な
る
)
。

ま
た
、

す

べ
て
の
用
例

に
お

い
て

「引
覆
」

(例

①

・
例
⑦
)
、
「
覆
」

(例
②

・
例
⑤
)
、

「掩
」

(例
③

・
例
⑦
)
と
あ

り
、

「着
」

な
ど
と

は
表
現

さ
れ
て
い
な
い
の
も
、

「野
草
衣
」

は
布

で
あ

っ
て
、

衣
服

で
は
な
い
た
め

で
あ

ろ
う
。

す
な
わ
ち
、

「
野
草
衣
」

の

「衣

」

は

コ
ロ
モ
の
意
味

で
は
な
く
、

オ
オ
イ

(覆

・
蔽
)

の
意
味

で
あ

ろ
う
。

し

た
が

っ
て
、

「
野
草
衣
」

が
和
語

で
あ
れ
ば

ノ
ノ
ク
サ
ノ
キ
ヌ
と

よ
む

べ

き

で
あ

る
。
字
音
語

で
あ
れ
ば

ヤ
ソ
ウ
イ

(漢
音
)
と
な

る
。

ま

た
、
野
草
衣

の
表

に
は
梵
字
が
書
か
れ

る
が
、
例
⑦

の
裏
書

に
あ

る

「
曼
荼

羅
」
も
、
「
す

べ

て
の
経
論

の
文
義

等
を

法
曼
荼

羅

(種
子

曼
荼

羅
)
と

い
」

(『
仏
教
学
辞
典
」
法
蔵
館
)
う
場
合

の
曼
荼
羅

で
あ

れ
ば
、

こ
れ
も
梵
字
が
書
か
れ

た
も

の
と

な
る
が
、
弥
陀

の
浄
土

や
弥
勒

の
兜
率

天
等

の
諸
相
を
描

い
た
も

の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
よ
う

な
場
合
も
あ

っ
た

こ

と

に
な

る
。

ま
た
、
例
③

の
野
草
衣

に
書
か
れ

た
梵
字
が
体

の
各
部

に
対
応

さ
せ

ら

れ

て
い
る
こ
と

に

つ
い
て
、

勝

田
氏

は
前
掲
著

で
、

「
(
こ
れ
は
)

光

明

野
草
衣
考

真
言

加
持
土

砂

の
よ

う

に
体
を
通

し

て
死
者

を
救
済

す
る
、
後
世

の

経

帷
子

に
通

じ
る
も

の
」

で
あ

ろ
う
と
言

わ
れ

て
い
る
。
経
帷
子

は
言

う
ま

で
も

な
く

「
仏
教

の
葬
式

で
、
死
者

に
着
せ

る
衣
。
白
麻

な
ど

で
作

り
、

縫

い
目

の
糸

は
と
め
な

い

で
お

き
、
衽

や
背

に
は
名

号
、
題
目

な
ど
を

書
」

(『
日
本

国
語

大
辞

典
』
)

い
た

も

の

で
あ

る
が
、
そ

れ

は
陀
羅

尼

(梵
語

の
文
句
)

の
威
力

に
よ

っ
て
、
死
を
迎

え
る
時

に
も
心
が
乱
れ
ず
、

一
切

の
仏
が
現

れ
て
慰
め

る
と

い
う
信
仰

に
よ
る
も

の
と
言
わ
れ

る
。
し

た
が

っ
て
、
経
帷
子

は
本
来
死
を
覚
悟
し
た
者
が
着

る
衣
裳

で
あ

り
、
野

草
衣

の
よ
う
に
既

に
死

ん
だ
者
を
覆
う
も

の
で
は
な
い
。
経
帷
子

は
室
町

時
代

の
初
期

に
現
れ

た
も

の
と
言

わ
れ

て
い
る
が
、

そ
の
古

い
用
例
も
、

次

の
よ
う

に
、

こ
れ
か
ら
死

な
ん
と
す

る
者
が
着

る
も

の
ば
か

り
で
あ

る
。

た
ち

た
ち
も
名
残
を
し

や
と
書
き
く
ど
き

経

た
か
び
ら

の
布

の
あ

ら
ま
し

(俳
諧

・
鷹
筑
波

一
三
)

大
形

は
か
ぎ
り

の
浮
世
と
極
め
、
経
帷
子
を

ぬ
は
せ

(浮
世
草
子

・
男
色
大
鑑
-

二

・
四
)

中

よ
り
ぱ
ら
り
と
経
帷
子
。
南
無
阿
弥
陀

の
六
字

の
幡
顕
れ
出
し

コ

ハ
い
か

に
と

(浄
瑠
璃

・
菅
原
伝
授
手
習
鑑
-

四
)

同
書
同
巻
同
條

(引

用
者
注
-

「
奇
異
雑
談
」

〔天
文

の
頃
成
立
〕

三
巻

四
條
)

に
み
つ
か
ら

の
死
後

の
時
を
し

り
て
行
水
を
し
身
を
き

五



野
草
衣
考

よ
め
経
帷
子
を
下

に
き

て
か
の
布

の
ば

う
し
を
き

て
と
云

々

(松
屋
筆
記

・
巻

三
)

し
た
が

っ
て
、
勝

田
氏

が
言

わ
れ

る
よ
う
に
野
草
衣

は

「後
世

の
経
帷

子

と
通

じ
る
も

の
」

で
あ

る

こ
と

は
確
か

で
あ

る
が
、
両

者

の
関
係

は

は

っ
き

り
し

な
い
。

3

野
草

衣

の

そ

の
後

前
節

ま
で
に
述

べ
た
こ
と
か
ら
、
野
草
衣

の
実
体

は
以
下

の
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

『融
通
念
仏
縁
起
』

に
棺

に
納

め
ら
れ
た

遺
体
を
覆

う
布

が
見

え
る

(稿
末

の
図

A
参

照
)
。

『餓
鬼
草
紙
』

に
も
同

様

の
布

が
見

え
る
が

(同

じ
く
図

B
参
照
)
、

お
そ
ら
く
こ
れ
ら
が
野
草

衣

で
あ

ろ
う
。
勝

田
氏

は

「
こ
れ
は
衣

に
仕
立

て
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
は

見

え
な
い
が
、

野
草
衣

の

一
種

で
あ

ろ
う
」

と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
野
草

衣

は
布

と
考

え
ら
れ
る
こ
と
は
先

に
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

『餓
鬼
草
紙
』

は

「
画
風

や
詞
書

の
書
風
か
ら
、

十

二
世
紀
後
半
～
十

三
世
紀
初
頭

の
作
品

と
推
定

さ
れ
る
」

も
の
で
あ
り

(中
央
公
論
社

『
日

本

の
絵

巻

餓
鬼

草
紙

地
獄

草
紙

病

草
紙

九

相
詩

絵
巻
』

「解

説
」
)
、

『融
通
念
仏
縁
起
』

は
十

四
世
紀

の
製
作

と
考

え
ら
れ
る
も
の

で

あ
る
。

六

た
だ
、
平
安
時
代

の
野
草
衣

に
は
、
例
③

に

「白
練
絹
両
面
」

な
ど
と

あ

り
、
例
⑤

に

「唐
綾
」
と
あ

っ
た
が
、

こ
れ

ら
の
絵
巻

に
描
か

れ
て
い

る
も

の
は
そ
の
よ
う
に
上
等

な
も
の
で
は
な
い
よ
う

に
見

え
る
。

さ
ら

に

降

る
と
、

藤
原
定
家

の

『
明
月
記
』

(元
久
元
年

[
一
二
〇
四
]
十

二
月

一
日
)

に
、

次
開
二
御
棺
蓋

一
〈
先
取
二
覆

懸
東

一〉
、

次
敷

レ
敷
二
物
於
棺
中

一、
次

小
僧
成
安
、
重
次
、
信

乃
房
以

二
御
席

四
方

一奉
二
安
棺
中

一
了
、
押

二

入

席

端

一、
次

僧

達
寄

奉

レ
令

レ
着

二
御

衣

一
等

〈
ロ
ハ
覆
也

〉、
次

又

覆

二
梵
字
書
紙

一、
次
覆

レ
蓋
、

と
あ

り
、

こ
の
梵
字

の
書

か
れ
た
紙

も
ま
た
野
草
衣

と
考

え
ら
れ
る
が
、

定
家

は
そ
の
父
俊
成

の
た
め

に
紙
を

用
い
た
こ
と
に
な
る
。

や
が
て
、
梵
字

が
書

か
れ
た
も
の
で
遺
体
全
体
を
覆

う
こ
と
は
な
く
な

る
が
、

「野
草
衣
」

と
い
う
言
葉

は
別
の
形

で
後
世

に
伝

わ

っ
た
よ
う
で

あ
る
。
現
在

の
岐
阜

県
加
茂

郡
東
白

川
村

の

こ
と

を
記
録

し
た

『
喪
儀

略
』

(奥
書

に

「
慶
応
元
年
七
月
、

美
濃
守
源
朝
長
躬
行
」

と
あ
る
)

と

い
う
古
文
書

に
、
棺

の
中

に
入
帷
子

(
イ

レ
カ
タ
ビ
ラ
)
を
延

べ
、
遺
骸

を
夜
着

や
寝

具
に
包

ん
で
収

め
る

こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
が
、

そ
の
入
帷

子
を

「
野
草
衣
」

と
称
す

る
そ
う

で
あ

る

(
『東
白

川
村

の
廃
仏
毀
釈
』

東
白

川
村
教
育
委
員
会

刊
に
よ
る
)
。



イ

レ
カ
タ
ビ
ラ
と

い
う
語

に

つ
い
て

『
伊
勢
貞
丈
随
筆
』

は
次

の
よ
う

に
言
う
。

帷
、

カ
タ
ビ
ラ
と
云

ハ
単

な
る
も

の
を
ば
皆

カ
タ
ビ
ラ
と

云
也
。
裏

な
く
片
方

に
て
薄
く

ひ
ら
め
く
故

カ
タ
ビ
ラ
と
云

な
り
。
単
衣

に
限

り
て
か

た
び

ら
と
云

に
あ

ら
ず
。
麻

の
カ
タ
ビ
ラ
も
絹

の
カ
タ
ビ
ラ

も
有

べ
し
。
衣
服

の
カ
タ
ビ
ラ
に
は
単
衣

の
二
字
を
用

う
べ
し
。
几

帳

の
カ
タ
ビ
ラ
家

の
戸

口
に
懸

る
カ
タ
ビ
ラ
な
ど

ハ
帷
子
也
。
是
等

も
単

な
る
故

力
タ
ビ
ラ
と
云
。
又
、
物

の
箱

に
納

る
に
其
物
を
単

の

絹

に
て
包

む
絹
を
入

カ
タ
ビ
ラ
と
云
也
。
す

べ
て
カ
タ
ビ
ラ
と
云
は

単

に
て
う
ら
な
き
物

の
総
名

な
り
。

ま
た
、

『和
訓
栞
』

に
も
、

孝
徳
紀
倭
名
抄

に
帷
を

よ
め
り
。
傍
平

の
義

ひ
ら
ば
り
な
ど
い
ふ
が

如

し
。
古
今
集

に
帳

の
か
た
び

ら
と
も
見

え
た
り
。
源
氏

巴
抄

に
夏

ハ
す
ず

し
、
冬

ハ
ね
り
也

と
い

へ
り
。
新
撰
字
鏡

に
鋪

を
も
よ
あ
り
。

香
壼

の
は
こ
く
す
り
の
箱

に
も

か
た
び

ら
と
い
ふ
物

あ
り
。

ま
さ
す

け
に
見

え
た
り
。

O
五
月

五
日
よ
り
八
月
晦

日
ま
で

ハ
か
た
び
ら
を

本

と
す

る
よ
し
大
諸
礼

に
見

え
た
り
。
新
六
帖

に
か
た
び
ら
布

と
も

見

え
た
り
。
○
大
帷

子
あ
り
布

に

て
作

る
。
於

の
部

に
く

ハ
し
。

○

経

か
た
び
ら

ハ
甚

謂
れ
な
き
事
也

。

野
草
衣
考

と
あ

る
。
江
戸
時
代
末
期

の
東
白
川
村

の
入
帷
子

に
梵
字
が
書
か
れ

て
い

た
か
ど

う
か

は
不
明

で
あ

る
が
、

そ
の
入
帷
子
と

『
伊
勢
貞
丈
随
筆
』

に

言
う

「入

カ
タ
ビ
ラ
」
と

は
物
を
包
む
も

の
で
あ

る
こ
と
に
お
い
て
同

じ

で
あ

る
。

4

野

草

衣

の
背

景

あ

る
い
は

「野
草
」

は

「野
葬
」

の
宛
字
と
見

る
こ
と
も

で
き

よ
う

が
、

仮

に
宛
字

で
あ
る
と
し
て
も
、
遺
体
を
野

の
草

が
覆

う
姿
を

イ
メ
ー
ジ

し

た
宛
字

で
あ

る
は
ず

で
あ

る
。

『
説
文
』

に
は

「
葬
、
蔵
也
、

从
三
死

在
二

草
中

一、

一
二
其
中

一、
所
二
以
荐

一之
」

と
あ
り
、

「
葬
」

の
字

は
死
体
を

敷
物

・
台

に
載

せ
、

草
中

に
置
く
形

で
あ
る
と
説
く
が
、

「
野
草
衣
」

と

い
う
名

の
布

で
覆

わ
れ
た
遺
体

は
、

そ
れ
と
同

じ
イ
メ
ー
ジ
を
浮

か
び
上

が
ら
せ
る
。

以
下

で
は
、
遺
体
を
覆

う
布

に

こ
の

「野
草
衣
」

と
い
う
名

が
付

け
ら

れ
た
背
景

に

つ
い
て
考

え
た
い
。

4
1
1

野
葬

貝
原
益
軒

『
続
和
漢
名
数
』

(元
禄
八
年
刊
)

に
日
本

の
中
世

に
は
土

葬

・
火
葬

・
水
葬

・
野
葬

の
四
葬
法

が
あ

っ
た
と
す
る
。

こ
の
う
ち
土
葬

七



野
草
衣
考

は
、
『
貞
信
公
記
逸
文
』
(
醍
醐
寺
要
書
)

に
醍
醐
天
皇

の
墓

穴
は

「
深
九

尺
、
方
広
三
丈
」
と
あ
る
よ
う

に
、
遺
体
を
地
中

に
埋

め
る
葬
法

で
あ
ろ

う
。
野
葬
は
林
葬
と
も
風
葬
と
も
曝
葬
と
も
よ
ば
れ
る
も

の
で
あ
り
、
前

掲

の

『
餓
鬼

草
紙
』
に
描

か
れ

て
い
る
よ
う

に
遺

体
を
棺

に
納
め
た
ま
ま

林

野
や
海
岸

に
放
置
し
、

鳥
や
獣

に
任
せ
る
葬
法

の
よ
う

で
あ
る

(
『
釈

氏
要
覧

』
下
巻

「送

葬
篇

」
)。
遺
体

を

「
野
草
衣

」

で
覆
う
の
は
、

こ
の

野
葬

の
葬
法

で
林

野
に
置
く
イ
メ
ー
ジ

で
あ
る
。

火
葬

や
水
葬

の
場
合

に

も
納
棺

の
際

に
遺

体
を

野
草
衣

で
覆

っ
た
と
す

れ
ば
、

こ
の
野
葬

の
イ

メ
ー
ジ
が
演
出

さ
れ

て
い
た

こ
と
に
な
る
。

4
1
2

野
と
葬
送

『松
屋
筆

記
』

(巻
百
六

の
八
)

に

「今
世
葬
送

を
野
辺
送

り
と
い

へ
ど
、

古

く
は
山
送

り
と
い

へ
り
」

と
言
う

よ
う

に
、

「
野
辺

(
の
)

送
り
」

と

い
う
語

は
江
戸
時

代
以

降

に
し
か
見

い
だ

せ
な

い
。
ち

な
み

に

「
山
送

り
」

の
語

は

『
法
華
百
座
聞
書
抄
』

(平
安
朝
末
期

の
成
立
?
)

に

「母

シ
ヌ
。
五
人

ノ
子

ト

ヲ
ク
山

ヲ
ク
リ
シ
テ
カ

ヘ
ル

ニ
」

(表

四
九
九
行
目
)
、

『
今
昔
物
語
集
』

(巻

二
十

二
第

一
語
)

に

「大
臣
遂

二
失
給

レ
バ
其

ノ
葬

送

ノ
夜
、
天
皇
行
幸

シ
テ
山
送

セ
ム
ト
有

ケ

レ
バ
、
時

ノ
大
臣
公
卿
有

テ
、

天
皇

ノ
御
身

ニ
テ
大
臣

ノ
葬
送

ノ
山
送
例
无

キ
事
也

ト
度

々
奏

シ
ケ

レ
バ

八

泣
々
返

セ
給

ヒ
テ
」
、

『撰
集
抄
』

(六

・
五
)

に

「
涙
を
お
さ

へ
て
、

最

後

の
山
を
く
り
し

て
、
泣
く
泣
く
烟
と
な
し
、
骨
を
ば
ひ
ろ
ふ
と

て
」
な

ど
と
見
え
る

の
が
早

い
例

の
よ
う

で
あ
る
。

し
か
し
、

「
野
」

ま
た

「
野
辺
」

と

い
う
語
と
葬

送
と

の
結
び

つ
き
は

早
く
、

火
葬

場
や
埋
葬
地

と
し

て
の
鳥
辺
野
は
、
既

に

『
西
宮
記
』
巻

十

七

・
天
暦
八
年

(
九
五
四
)

正
月
四
日

の
条

に
見
え
る
。
長

保
二
年

(
一

O
O

O
)
に
亡
く
な

っ
た
中
宮

定
子
も
鳥

辺
野

で
土
葬

さ
れ
、
そ
の
翌
年

亡

く
な

っ
た
円
融

天
皇
女
御
藤

原
詮
子
も
鳥
辺

野

で
荼

毘
に
付

さ
れ

て
い

る
。
定

子

の
葬
送

の
時

に
は

白

雪

の
降

り

つ
む
野
辺

は
跡
絶

え

て
い
つ

く
を

は
か
と
君
を

尋
ね
む

故

里
に
ゆ
き
も
帰

ら
で
君

と
も

に
同

じ
野
辺

に
て
や
が
て
消

え
な
ん

野

辺
ま
で
に
心
ば

か
り
は
通

へ
ど
も

わ
が
行
幸

と
も
知

ら
ず

や
あ
る

ら
ん

な
ど
の
和
歌

も
詠

わ
れ
て
い
る

(
『栄
花
物
語
』

巻
七

「鳥
辺
野
」
)
。

さ

ら
に

『更
級

日
記
』

に
も
治
安

三
年

(
一
〇

二
三
)

ま
た
は
万
寿
元
年

(
一
〇

二
四
)

の
こ
と

と
さ
れ
る
話

の
中

に
次

の
よ
う

な
例

を
見
る

こ
と

が
で
き

る
。

そ
の
五
月

の
朔

日
に
姉

な
る
人
子
を

う
み
て
亡

く
な
り
ぬ
。

…
…
そ

の
程
過
ぎ

て
、
親
族
な

る
人

の
も
と

よ
り

「昔

の
人

の
必
ず
求
め

て



お
こ
せ
よ
と
あ
り
し
か
ば
求

め
し
に
、

そ
の
居

り
に
は
見

え
ず
な
り

に
し
を
、
今

し
も
人

の
お
こ
せ
た
る
が
、

あ
は
れ
に
悲

し
き

こ
と
」

と

て
、

か
ば

ね
尋

ぬ
る
宮
と

い
ふ
物
語
を

お
こ
せ
た
り
。
ま

こ
と

に

ぞ
あ

は
れ
な

る
や
。
返

り
事

に

埋
も
れ

ぬ
か
ば
ね
を
何

に
尋
ね
け
む
苔

の
し
た

に
は
身

こ
そ
な

り
け
れ

乳
母
な
り
し
人

「
今
は
何

に

つ
け

て
か
」
な
ど
泣
く
泣
く
も
と
あ
り

け
る
と

こ
ろ

に
帰
り
わ
た
る

に
、

…
…

こ
の
乳
母
、

墓

所

見

て
、

泣
く
泣
く
帰
り
た
り
し

昇
り
け
む
野
辺
は
煙
も
な
か
り
け
む

い
つ

こ
を
は
か
と
尋
ね

て

か
見
し

こ
れ
を
聞
き

て
継
母
な
り
し
人

そ

こ
は
か
と
知

り

て
ゆ
か
ね
ど
先

に
立

つ
涙

ぞ
道

の
し
る

べ
な

り
け
る

か
ば

ね
た
つ

ぬ
る
宮

お
こ
せ
た
り
し
人
、

住

み
馴
れ

ぬ
野
辺

の
笹
原
あ

と
は
か
も

な
く

な
く
い
か
に
尋

ね

わ
び

け
む

こ
れ
を
見

て
、

せ
う
と

は
、

そ
の
夜
送

り
に
行
き

た
り
し
か
ば
、

見
し
ま
ま

に
燃
え
し
煙

は

つ
き

に
し
を

い
か
が
尋
ね
し
野
辺

の

野
草
衣
考

笹
原

さ
ら
に
、
新
古
今
集

に
寛
徳

二
年

(
一
〇

四
五
)

の
後
朱
雀
院

の
崩
御

の
時

の
歌

に
も
、

後
朱
雀
院
か
く
れ

た
ま

ひ
て
、
源
三
位
が
も
と

に

つ
か

は
し
け

る
弁
乳
母

あ

は
れ
君

い
か
な
る
野
辺

の
煙

に
て
む
な
し
き
空

の
雲
と
な
り
け
ん

(巻
八

・
哀
傷
歌

八
二

一
)

と
見
え
る
。

「
野
草
衣
」

の
名

に
は
、

こ
の
よ
う
な
野
辺

の
イ

メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ

て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

4
-
3

「草
木

成
仏
」
の
思
想

「野
草
衣
」

と
名

づ
け
ら
れ
た
理
由

に
は
も
う

一
つ
、

次

の
よ
う
な
こ

と
が
考

え
ら
れ
る
。

な
ぜ

「草
」

な
の
か
と
い
う
こ
と
に
関

わ
る
こ
と
で

あ
る
。

大
阪
府
茨
木
市
学
園
町

の
溝
咋
遺
跡
か

ら
出
土

し
た
卒
塔
婆

の
形
を

し

た
木
簡

が
あ

る
。
十

四
世
紀
頃

の
も

の
と
見
ら
れ

て
い
る
が
、
五
輪
塔
形

に
刻
ま
れ
た
板

に
、
表
面

に
は
胎
蔵
界
大

日
真
言
と
虚
空
蔵
菩
薩

の
種
子

が
梵

字
が
書

か
れ
、

そ
の
下

に

コ

佛
成
道

観

見
法
界

草
木

国
土

九



野
草
衣
考

悉
皆
成
佛
」

と
い
う
定
型
化

し
た
天
台
本
覚
論

の
文
句
が

二
行

に
書

か
れ
、

さ
ら
に
そ
の
下

に
死
者

の
戒
名

が
書

か
れ
て
い
る

(
「木
簡
研
究
」

(
21
)

六
五
頁
、

木
簡
学
会
、

一
九
九
九
年
)
。

時
代

の
降

る
木
簡

に
言

及
し
た

の
は
、
遺
体

を
梵
字

が
書

か
れ
た

「
野
草
衣
」

で
覆

う
こ
と
と
、

こ

の
卒

塔
婆
木
簡
全
体

が
表

そ
う
と
し

て
い
る
も
の
と
が
同

じ
よ
う
に
思
わ
れ
る

か
ら

で
あ
る
。

こ
の
木
簡

の
梵

字
と
戒

名
と

の
問

に
書

か
れ

た

「草

木
国
土

悉
皆
成

佛
」
と

い
う
句
は
、
自
然
存
在

で
あ
る
草
木
も
人
間
や
そ

の
他

の
衆
生
と

同
様

に
仏
と
な
る

こ
と
が

で
き
る
と

い
う
天
台
本
覚
思
想
が
定
型
化
し
た

も

の
で
あ
る
が
、

こ
の
思
想
は

日
本

に
お

い
て
は
平
安
朝

の
安
然

(八
四

一
1

?
)
あ
た
り
か
ら
芽
生
え
、
良
源

(九

一
ニ
ー
九
八
五
)

の

『
草
木

発

心
修

行
成

仏

記
』

(実

際

に
は
院
政

期

以
降

の
成

立

と
も
)
な

ど

に

よ

っ
て
発
展
し

た
も

の
で
あ
り
、

そ
の
中
心
と
な

る
思
想

は

「
草
木

は
既

に
生
住
異
滅

の
四
相
を
具
す
。
是
れ
則
ち
草
木
発
心

・
修
行

,
菩
提

.
涅

槃

の
姿

な
り
」

と
い
う
と

こ
ろ
に
帰
着

し
、

さ
ら

に
鎌
倉
初
期

に
は
伝
源

信

『真
如
観
』

の

コ

切

ノ
非
情
、
草
木

・
山
河

・
大
海

・
虚
空
、
皆
真

如

ノ
外

ノ
物

ニ
ア

ラ
ズ
」
「
自
他
身

一
切

ノ
有
情
皆

ナ
真
如

ナ

レ
バ
則
仏

也
。

サ

レ
バ
草
木

・
瓦
礫

・
山
河

・
大
地

・
大
海

・
虚
空
、
皆

是
真
如

ナ

レ
バ
、
仏

ニ
ア
ラ
ザ

ル
物

ナ

シ
」

と
い
う
考

え
方

に
ま
で
発

展
し
た
も

の

一
〇

で
あ

る
と

い
う

(
日
本
思
想
大
系

『
天
台
本
覚
論
』
解
説
、

四
七
九
頁
)
。

遺
体
を
覆

う
布
を

「野
草
衣
」

と
呼

ぶ
こ
と
は
、

こ
の
我

が
国

の
思
想

風
土

に
受

け
入

れ
や
す

い

「草
木
国
土
悉
皆
成
佛
」

の
思
想

と
無
関
係

で

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

《
注
》

(1
)
「
光
明
真
言
加
持
土
砂
」
と

は

『兵
範
記
』

の
例
②

や

『玉
葉
』

の
例

⑥
な
ど

に
見
え
る

「土
砂

」

の
こ
と
で
あ
る
。

『
兵
範
記
』

久
寿
二
年

七
月
廿
七
日

の
近
衛
天
皇

に
関
す
る

「
御
葬
送
雑
事
」

に
は
、

子

刻
、
有
二
入

棺

事

一、
刻

限
、
持

二
参

御

棺

}、

…
…
(中

略
)

次
供
二
御
衣

一

〈薄
物
薄
色
御
直
衣
、

白
生
単
重
、
御
錫
紵

一
筋
、

已
上
光
隆
朝
臣
調
進
之
、
御
冠

一
頭
〉

次
入
棺
、
以

・霍
為
二
御
枕

一
〈前
例
召
二
後
院

一、
今
度
造
棺
所
新

造
副

レ之
〉

自
二
中
宮

一被
レ
入
二
御
阿
摩
加
津

一
〈蘗
人
形

一
枚
、
長

四
寸
許
、

其
体
如
二
普
通
撫
物

一、
令

レ着

レ衣

云
々
、
有
二
事
憚

一、

不

レ被

レ

申
二
新
帝

阿
末
加
津

一云
々
〉

宇

治
法
印

被
レ
奉

レ
入
二
真

言

一
〈其

体
如
レ
護
、
被

レ
安
二
御
頂
上

程

一云
々
〉

土
砂
被

レ
散
歟

〈可
レ
尋
之
〉



次
覆
レ
絹
、
以
レ
布
緘
之
、
今
度

四
丈
布

二
切
云

々
、

と
あ

っ
て
、
そ
の
土
砂

は
棺

の
中
に
散

ら
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
り
、

さ

ら
に
例
⑦

の

『吉
事
略
儀
』

の
記
事

か
ら
そ
れ
は
野
草
衣
の
上

か
ら
遺

体

の
頭

・
胸

・
足

の
三
カ
所

に
散

ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分

か

る

(『兵
範

記
』

の

「御
葬
送
雑
事
」

の
記
事

の
最
後

の
行

の

「絹
」

は
例
⑥

に
見

え
る

コ
ニ
衣
」

に
当

た
る
も

の
で
、
野
草
衣

で
は
な
い
と

思
わ

れ
る
)
。
ち
な
み

に
例
⑦

の
文
章

の
元

で
あ
る

『吉
事
次
第
』

(
一

二
〇

二
頃
成
立
)

の
当
該
箇
所

は
、

次
土
砂

ヲ
イ
ル
。

引
覆

ノ
上

二
御

カ
シ
ラ
。
御
胸
。
御
足
。
此
三
所

二
当

テ
散

シ
イ

ル
。

と
あ

る
。

ま
た
、

『兵
範
記
』

の
例
②

に

「散
土
砂
、

延
猷
阿
闍
梨
進

之
、
大
嶺
砂
加
持
云

々
」
と
あ

る
。

(2
)

「死
装
束
」

と

い
う
言
葉
も
経
帷
子
と
同
様

に
現
在

で
は
遺
体

に
着
せ

る
着
物
を
言
う
が
、
辞
書
が

「死
者

に
着
せ
る
服
装
」

の
意
味
を
載
せ

る

の
は
、
管
見

の
調
査

で
は

『
広
辞
苑
』

の
第
三
版

(昭
和
五
十
八
年

五
月
発
行
)
以
降

の
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
以
前

の
辞
書

に
は
次

の
よ
う

な
例

を
掲
げ
、
「
死

ス
ル
時

ノ
装

束

(切
腹

ナ
ド
ノ
時

二
)
死

出
立
」

(『
大
言
海
』
)

の
意
味
し
か
載
せ
ら
れ

て
い
な
い
。

あ

っ
と
こ
た

へ
て
冠
者
丸
親

の
か
さ
ぬ
る
死
し

ゃ
う
束

(浄
瑠
璃

・
嫗
山
姥
-
灯
籠
)

大
小
装
束

を
脱
捨

れ
ば
、
下

に
は
用
意

の
白
小
袖
、
無
紋

の
上
下

死
装
束

(浄
瑠
璃

・
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
ー

四
)

一
竿

は
死
装
束

や
土

用
ぼ
し

(俳
諧

・
五
老
井
発
句
集
ー

夏
)

(
3
)

新
谷
尚
紀

「火
葬
と
土
葬
」

(林
屋
辰

三
郎
編

『民
衆
生
活

の
日
本
史

-

火

1

』
所
収
、
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
六
年
)

に
は

「必
ず
し
も

そ
の
土
葬

は
現
代

の
土
葬

の
よ
う

に
土
中
深
く
墓
穴
を
掘
り

そ
こ
に
遺

体
を
埋

納
し
上

か
ら
土

を
か
け

て
踏
み
固

め
る
と

い
う
も

の

で
は
な

か

っ
た
よ
う

で
、
む
し

ろ
風
葬
と
か
曝
葬

に
近

い
よ
う
な
葬
法

で
あ

っ

た
よ
う

に
思
わ
れ

る
」
と
あ
る
が
、
本
稿

で
は
土
葬
と
野
葬

(風
葬

・

曝
葬
)
と
を
分
け

て
考
え
る
。

次
頁

に
掲
げ
る
図

A

『
融
通
念
仏
縁
起
』

(グ
リ

ー
ブ

ラ
ン
ド
美
術
館

所
蔵
)
・
B
図

『
餓
鬼
草
紙
』

(東
京
国
立
博
物
館
蔵
)
は
土
ハ
に
勝
田
氏
前

掲
書
か
ら
転
写
し
た
も

の
で
あ
る
。

野
草
衣
考

一



「融通念仏縁起』下巻(ク リーブラ ン ド美術館所蔵)

図A

『餓鬼草紙』疾行餓鬼(東 京国立博物館所蔵)

図B

野
草
衣
考

一
二


